
様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和７年度 第２回 所沢市公共事業評価委員会 

開 催 日 時 
令和７年１１月１１日（水） 

１５時から１６時３０分まで 

開 催 場 所 所沢市上下水道局庁舎 ３階会議室 

出 席 者 の 氏 名 杉崎 和久、櫻田 和子、寺内 義典、宗政 由桐 

欠 席 者 の 氏 名  

説明者の職・氏名 

経営企画課主査  岩田 尭之 

下水道整備課主任 湯本 裕樹 

市街地整備課主任 齊木 亮太 

議 題 

（１）事後評価書修正についての説明 

（２）評価及び答申の整理 

  ・生活環境の改善と公共用水域の水質保全＜第２期＞ 

  ・所沢駅周辺地区整備計画（第２期）及び所沢駅周辺地区 

（３）その他 

会 議 資 料 

資料 A-1：社会資本総合整備計画(R02～R06)事後評価書（案） 

資料 A-2：社会資本総合整備計画(R02～R06)事後評価図面（案） 

資料 A-3：社会資本総合整備計画(R02～R06)事後評価書説明資料 

資料 B-1：社会資本総合整備計画(H31～R05)事後評価書（案） 

資料 B-2：都市再生整備計画(R01～R05)事後評価書（案） 

資料 B-3：社会資本総合整備計画(H31～R05)事後評価図面（案） 

資料 B-4：社会資本総合整備計画(H31～R05)及び 

都市再生整備計画(R01～R05)事後評価書説明資料 



担 当 部 課 名 

下水道整備課長        森田 敏幸 

下水道整備課副主幹      田村 真一 

下水道整備課主査       江川 暢彦 

下水道整備課主任       吉田 卓眞 

下水道整備課主任       湯本 裕樹 

経営課主査          向井 達哉 

市街地整備課長        森澤 律昭 

市街地整備課主幹       横山 仁 

市街地整備課主査       長谷川 正美 

市街地整備課主査       森 雅也 

市街地整備課主任       齊木 亮太 

所沢駅西口区画整理事務所長  吉田 稔 

所沢駅西口区画整理事務所主査 坂田 博明 

所沢駅西口区画整理事務所主任 柴山 矩太郎 

経営企画課主幹        岩崎 智己 

経営企画課副主幹       野畑 聡志 

経営企画課主査        岩田 尭之 

経営企画課主任        北爪 多恵子 

経営企画課主任        大畑 知佳 

経営企画部 経営企画課     電話：04-2998-9027 

 



様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 
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所管課 

 

 

 

 

会議録の作成は要約方式、確定は事務局案を各委員に配布して承

認を得るものとされた。 

以降、杉崎委員長により議事を進行。 

 

（１）事後評価書修正についての説明 

 

「生活環境の改善と公共用水域の水質保全＜第２期＞」、「所沢

駅周辺地区整備計画（第２期）」及び「所沢駅周辺地区」の事後評

価に関して、委員会として答申を整理するところまで進めたい。 

 

（２）評価及び答申の整理 

 

【所管課：下水道整備課】 

 配布資料に基づき社会資本総合整備計画事後評価内容について、

前回の内容を踏まえて補足説明した。 

 

第２次市街化調整区域下水道整備計画（以下「第２次計画」とす

る。）の策定において、既存の宅地化された地域をブロック設定し

たという話があった。下水道の計画は調整区域の開発許可と連動し

ているものではないと想定されるが、今後新たに宅地開発が行われ

る可能性や、その対応については検討しているか。 

 

調整区域の新たな宅地の増加については、今後予定されている工

業団地や土地区画整理事業については把握している。 

それ以外の民間による開発事業等については、想定を行うのは難

しいと考えている。 
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評価指標としている下水道処理人口普及率は、国が示しているも

のであることは承知しているが、当初現況値が 94.4％と高いことや

これを 0.4％上げるという最終目標値の投資対効果が直感的にわか

りにくいところがある。 

今後第２次計画を進めていく中で、例えば、抽出した整備対象と

なるブロックのうちの完工割合や、国土交通省から下水道事業の事

後評価に当たっての評価手法が示されているのでそれらも参考に、

評価指標についても見直してはどうか。 

 

 今回は令和２年度から６年度の社会資本総合整備計画を評価い

ただいているものであるが、今後、令和８年度から１２年度を計画

期間とする社会資本総合整備計画の策定が開始される。指標につい

ても検討を行いたいと思う。 

 

【所管課：市街地整備課】 

配布資料に基づき社会資本総合整備計画及び都市再生整備計画

事後評価内容について前回の内容を踏まえて補足説明した。 

 

土地価格の上昇について、本日の説明資料にある埼玉県平均との

比較を評価書にも反映してはどうか。 

また、「防災性の低い建築物がなくなったことで」という表現は、

当該建築物の所有者にとって財産であったわけなので、気になる言

葉と捉えることもできる。「更新が図られた」など表現も配慮した

ほうがよいと考える。 

 

他のエリアの方針についてはどうなっているのか。エリアプラッ

トフォームの説明として、既に整備された公共用地の活用という視

点であり、銀座通りなどのマンション前などを利用して回遊性を見

直すという話である。 
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人の流れを活性化し、回遊性を高めることも必要であるが、木造

密集市街地や基盤整備が整っていないようなプロペ通りを含む駅

周辺エリアについて、防災性を含めて今後の方向性を決めていくこ

とも大切ではないか。 

また、景観向上に関する記述については、所沢市の景観というと

一般的には狭山丘陵の緑があげられると思う。ただ、今回の計画に

おいては、所沢駅西口前にあった車両基地（跡地）がショッピング

モールになったことで、景観向上に寄与したという整理か。 

 

 所沢駅西口エリアだけでなく、例えば北側の東町再開発では、古

い商店が雑然と密集していたエリアもあったが、今回の計画により

街並みが改善されたという認識である。 

 

回遊者数について、属性や性別などは把握しているか。 

 

 回遊者数は歩行者と自転車の数のみで、属性については不明であ

る。 

 

全世代で同様の傾向であれば心配ないが、世代による偏りがある

と、将来的な変化に不安が残る。 

継続的に調査を行うことができるのであれば、属性も含めて捉え

るとよいのではないか。 

 

エミテラス開業によって所沢駅の乗降客数が増加したにもかか

わらず、プロペ通りの通行者数が減少していることは課題である。

プロペ通りも含めた全体としてのまちづくりの方向性を議論する

際には、委員提案の属性も含めた調査や時間帯の検証も行っていく

のも良いのではないか。 

また、プロペ通りの商店街の方も含めた検討の場はあるのか。 
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 まちづくり協議会の中で随時検討を行っている。 

 

計画としては面的な広がりのあるエリアなので、エリア全体とし

て人流が生まれるとよい。大規模な道路整備をせずに、大規模商業

施設が開業したにもかかわらず、深刻な道路渋滞が発生していない

ことからも電車を利用している方が多いのではないか。 

また、アンダーパスの開通も控えているが、計画との関連はある

か。 

 

大型商業施設の南側までは本計画に基づき整備したところだが、

それより東側の部分は個別補助事業等により実施しているため当

計画には位置付けられていない。 

また、プロペ通りの通行者数についての補足であるが、プロペ通

りは商店街だけでなく、通勤経路という側面がある。リモートワー

クなどの多様な働き方が増えた中で、ある程度の人流を保っている

と考えている。プロペ通りの利用者の増減についての調査について

はそうした属性も考慮が必要ではないか。 

 

  商業振興の話になるが、お店の構成が居酒屋の割合が増えて、

かつての広域商店街の役割を終えているように感じる。都市計画的

な側面からみても建物の更新が進んでおらず、懸念がある。 

 

やはりプロペ通りの通行者数が５％減というのは、エリア全体の

人流が増えているにもかかわらず、商店街が恩恵を受けていない印

象を受ける。プロペ通りを通行者数だけでなく、魅力を感じている

のであれば滞在時間等も含めて今度のことを検討していくのがよ

い。 

 

商店街の方からは利用者が増えたという声もある。商店街の意向

も踏まえながら連携をしていく必要がある。 
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事務局 

 

商業施設の開業によって増加した通行者数を一過性のものでな

く、習慣的に所沢を訪れてもらえるような街づくりをしていく必要

がある。 

 

都市再生整備を起因として、大型商業施設の開業や質のよい住宅

共有がされたことにより、所沢市に注目が集まり、積極的に選ばれ

るまちになったという評価をしてもよい。 

 

（３）その他 

 来年度についても、公共事業評価委員会に諮る案件がある場合に

は、改めて連絡するのでよろしくお願いしたい。 

以上 

 


